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細胞周期と細胞極性のクロストーク 

－分裂酵母を用いた基礎研究から腎障害モデルマウスを用いた医学研究まで－ 
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細胞の機能や細胞集団に方向性を与えるのが、細胞極性である。細胞極性は発生、

分化の過程や細胞分裂など様々な生命現象の基盤となっている。これらの制御機構の

異常はがん等の疾患と密接に関連しているが、分子レベルでの理解は十分とは言えな

い。我々は単細胞モデル生物である分裂酵母（Schizosaccharomyces pombe）を用い

た研究から、細胞周期チェックポイントと細胞極性の連携制御機構を発見した。 

分裂酵母は円筒形の形態をしており、細胞周期を通して直径が一定で、細胞端での

み極性成長する。興味深いことに、細胞周期の G2 期において、片側細胞端での単極

成長から、両側での両極成長へと成長様式を変化させる（NETO;New End Take Off）。 

NETO を指標としたゲノムワイドな解析から、Cds1/Chk2（チェックポイントキナー

ゼ）、カルシニューリン、Cki3（Ⅰ型カゼインキナーゼ）が関わる、一群のシグナル

伝達経路を同定した。その後の解析により、Tea1（細胞極性因子）、Tip1/CLIP170（微

小管結合因子）のリン酸化・脱リン酸化反応により NETO が制御されていることを明

らかにした。 

最近、マウス急性腎障害モデルを用いて、細胞極性と細胞周期の腎疾患への関係に

ついての研究を始めた。本発表では分裂酵母における細胞周期と細胞極性の連携制御

の詳細と、腎疾患におけるこれらの関係性について議論したい。 
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